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観光たてやま魅力再発見！17　ちばDC⑥　観光都市館山50年の歩み

●12月1日の人口／総人口51,034（-8）男24,607（-1）女26,427（-7）世帯数21,983（31）（ ）内は前月比

表
情
豊
か
な
「
き
ら
き
ら
輝
く
こ
ど
も
た
ち
」
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
ね

こ
ど
も
情
報
誌
「
き
ら
き
ら

キ
ッ
ズ
た
て
や
ま
」
は
、
市
内
の

保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
中
学
校
な

ど
に
配
布
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
紙
面
で
は

館
山
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
様

子
や
活
躍
の
場
面
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
主
役
に
な
っ

て
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
誌
は
、
10
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
ス

タ
ッ
フ
は
手
弁
当
で
、
毎
月
１
回

開
催
さ
れ
る
編
集
会
議
「
き
ら
き

平
成
11
年
度
に
創
刊
し
、こ
れ

ま
で
29
号
発
行
。
年
に
３
回
、
６

千
部
を
作
成
し
、小
中
学
校
及
び

地
区
公
民
館
な
ど
社
会
教
育
施
設

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

紙
面
は
４
ペ
ー
ジ
、オ
ー
ル
カ

ラ
ー
で
写
真
を
多
く
使
い
、子
ど

も
た
ち
が
多
く
登
場
す
る
こ
と
で

親
し
み
の
あ
る
紙
面
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
に

は
か
な
を
ふ
り
、小
学
校
低
学
年

の
児
童
も
読
め
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。

ら
会
議
」で
紙
面
づ
く
り
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「
き
ら
き
ら
キ
ッ
ズ
」
を
と
お
し

て
、自
分
の
住
ん
で
い
る
館
山
を

大
好
き
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
、き
ら
き
ら
輝
く
子
ど
も
た

ち
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
い
き

ま
す
の
で
、多
く
の
人
に
読
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」編
集
局
長

な
る
と
し

の
本
多
成
年
さ
ん
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Ｏ
Ｆ
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Ｏ
Ｆ
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Ｆ
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Ｆ
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こ
ど
も
情
報
誌

「
き
ら
き
ら
キ
ッ
ズ
た
て
や
ま
」

夏季中心の休養型観光から
四季を通じた旅行型観光地への変遷観光都市館山50周年

　館山が人々の休養地となってからの歴史は、すでに100
年をこえます。江戸時代から社寺参詣に訪れる人々に加
え、創作の題材を求める文人の来房とともに、明治・大正期
における汽船の就航、鉄道の開通など、交通の近代化によ
り、多くの人々の休養地として発展してきました。
明治・大正期に花開いた館山の観光は、戦後の復興にも
大きな役割を果たします。昭和22（1947）年には、館山市
観光協会が、市民投票で鏡ヶ浦を中心とした館山三景二勝
を選定し、新たな観光宣伝を始めます。翌23年には議会の
常任委員会に観光委員会が設けられ、館山市でも商工関係

の担当課で観光施策を所管して、館山銀座振興会を中心に盛大な七夕祭りや関東チンドンヤ大会など、
毎年さまざまな夏の観光行事を繰り広げるようになってきました。
昭和28年になると国鉄で臨時列車汐風号が初運転され、観光客の交通も活発化。昭和29年、周辺６村
と合併して現在の館山市になると、市役所に専任の観光事務局が設置され、昭和31年には「観光都市館
山」を宣言。昭和33年8月に国定公園の指定を受けると、毎夏70万人の人々が訪れるようになり、道路や
宿泊施設の整備、平砂浦や城山公園などの開発整備や都
市美化などが進められました。
昭和40年代には、海水浴客中心の夏の休養型観光か
ら、花摘みやいちご狩りなどの四季を通じての旅行型観
光地となるための基盤整備が進められ、昭和50年代に
花摘み園やいちご園がオープン。現在の早春の観光スタ
イルが築き上げられていきました。
　観光都市50周年を迎えた記念すべき今年、ちばデス
ティネーションキャンペーンが２月からいよいよ開幕
します。

特集・お知らせ
・金丸謙一新市長　初登庁
・ちばデスティネーションキャンペーン
・多目的観光桟橋などの整備について
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Photo／子どもたちの活躍を紹介情報誌「きらきらキッズたてやま」編集局ボランティアのみなさん
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２平成19年１月15日号３ だん暖たてやま

お 知 ら せ

▲12月11日、初登庁し職員から花束を受け取る金丸市長

金丸市政がスタート
新しい時代に向けて

今後４年間の市政を担当

    

任
期
満
了
に
伴
う
館
山
市
長
選
挙
は
11
月
19
日
施
行
さ
れ
、即

日
開
票
の
結
果
、新
人
で
前
市
議
会
議
員
の
金
丸
謙
一
氏
が
初
当

選
を
果
た
し
ま
し
た
。今
後
４
年
間
、市
政
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
先
月
10
日
か
ら
新
市
長
の
任
期
が
始
ま
り
、翌
11
日
月
曜
日
、職

員
が
出
迎
え
初
登
庁
し
ま
し
た
。そ
の
後
開
催
さ
れ
た
臨
時
部
課

長
会
で
は
、幹
部
職
員
を
前
に「
市
民
に
と
っ
て
身
近
で
親
し
ま
れ

る
、良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
市
役
所
に
し
て
い
き
た
い
」と

力
強
く
決
意
を
述
べ
、翌
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
、平
成
18
年
第
４
回

館
山
市
議
会
定
例
会
に
臨
み
ま
し
た
。

▲幹部職員を前に決意を述べる金丸市長 ▲市議会定例会で就任あいさつ

思いやりといたわりに
満ちた館山のまちづくり
　　

館山市長　金丸謙一

新年明けましておめでとうございます。皆様には輝かしい
新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

昨年12月に、市民の皆様の温かいご支援を賜り、館山市長に就任させていただきました金丸謙一でございま
す。館山市を取り巻く厳しい現実の中で、いかにして市政の運営を進め、皆様の期待に応えていくべきかを考える
とき、職責の重大さを痛感しております。
私の政治目標は、「館山市を日本で一番住みやすいまちにしたい」です。それは、ものの豊さを追及するばかり

ではなく、心の豊かさを実感できるまちづくり、市民の目線に立った取り組みで、「思いやりといたわりに満ちた
館山」のまちづくりです。
その実現に向って、私は四つの思いを市政に反映してまいりたいと考えています。

　一つ目は、「こどもたちをしっかり守り育てたい」という思い。今こそ、今であるからこそ、行政、社会、家庭がしっ
かり連携をとることが必要であると考えています。
　二つ目として、「女性の豊かな感性を大事にしたい」という思い。男女共同参画社会を迎え、女性の社会的進出が
より必要とされています。女性の感性が社会に求められています。この豊かな感性を大事にしたいのです。
　三つ目として、「青年のあふれる情熱を結集して未来に託したい」という思い。青年の若々しい情熱を結集して、
逞しい行動力で未来の館山市を築くために、市と一緒になって働いてもらいたいのです。
　四つ目として、「高齢者の確かな知恵と経験を活かしたい」という思い。様々な人生の中で得た貴重な経験と知

恵を、高齢社会のマイナス面ではなく、発想の転換で、経験
と知恵を活かすことを考えていきたいのです。
　これら四つの思いを基に、市民の目線に立った市政運営
を、これまでの知識と経験を活かし、市民の皆様と共に、愛
情を持って実践していきたいと思います。
具体的な取り組みとして、本年２月から４月に開催され

る「ちばデスティネーションキャンペーン」を館山市にとっ
て、千載一遇の機会とし、私たちの貴重な財産である海や花
などの自然、里見氏の歴史や文化などに光を当て、さらに活
用していかねばなりません。そして、このチャンスを一過性
のものとはせず、館山市のまちづくりに組み込んでいくこ
とが大切であると考えています。
また、「安全安心の生活基盤整備」「総合的な子育て支援

の環境整備」「自然・歴史・文化・人を活かした館山オンリー
ワン（独自）のまちづくり」「自然を活かしたスポーツイベン
トの誘致」「団塊世代の移住などによる定住人口の増加」「行
財政改革」などの実現を目指してまいります。
その実現のため、「市民の声を聞き、現場に行ってよく見

て、そして行動し、問題を解決していく」私の政治信条を実
践し、市民の皆様ととともに進め、「子どもたちの未来に夢
と希望を」持てるまちづくりを進めてまいります。皆様のご
支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。



房総発見伝
ちばデスティネーションキャンペーン
2007年２月～４月

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
千
葉
県
内
の
各
自
治
体
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
や
観
光
施
設

な
ど
の
関
連
業
界
が
一
体
と
な
っ
て
千
葉
の
観
光
情
報
を
全
国
に
発
信
し
、

観
光
客
の
呼
び
込
み
を
図
る
「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｄ
Ｃ
）」。
千
葉
県
初
と
な
る
国
内
最
大
級
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

い
よ
い
よ
２
月
に
開
幕
し
ま
す
。

　
２
月
３
日
、ち
ば
Ｄ
Ｃ
の
開
幕
を
告
げ
る「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」が

城
山
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
日
は
、「
南
総
里
見
八
犬
伝

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
や
「
さ
と
み
朝
市
」
な
ど
も
開
催
。
館
山
駅
で
は
、
県
内

で
18
年
ぶ
り
と
い
う
蒸
気
機
関
車
も
お
目
見
え
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
観
光
立
市
推
進
課
・
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡
22
―
２
５
４
４
）

東
京
圏
初
の
開
催
で
注
目
さ
れ
る
「
ち
ば
Ｄ
Ｃ
」

　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
「
目

的
地
」、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
宣

伝
」
の
意
味
。
昭
和
53
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
Ｄ
Ｃ
は
、
毎
年
四
半

期
ご
と
に
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
、今
春
の
県
内
開
催
で
106
回
目

を
数
え
ま
す
。

　
千
葉
県
で
は
、
千
葉
観
光
の
定

番
と
し
て
、
全
国
的
に
も
認
知
度

の
高
い
南
房
総
エ
リ
ア
の
早
春
の

花
々
や
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た

２
月
〜
４
月
の
早
春
期
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
県
内
、
東
京
圏
で
は
初

め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

大
都
市
圏
で
の
開
催
が
成
功
す
る

の
か
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
ち
ば
Ｄ
Ｃ
の
開
幕
を
告
げ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
里
見
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど

を
巡
る
「
南
総
里
見
八
犬
伝

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
館
山
駅
東
口
を
ス
タ
ー
ト
し

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
会
場
（
城
山
公
園
）
へ
向
か

う
約
８
㎞
の
コ
ー
ス
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南

房
総
文
化
財
・
戦
跡
保
存
活
用

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
、
各
ポ
イ
ン

ト
で
史
跡
の
由
来
な
ど
を
解
説
し

ま
す
。

　「
仁
・
義
・
礼
・
智
・
忠
・
信
・

孝
・
悌
」
８
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
な
が
ら
、
地
域
を
「
学
ぶ
」「
発

見
す
る
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

　
ち
ば
Ｄ
Ｃ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
２
月
３
日
（
土
）、

城
山
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

し
ま
す
。
城
山
公
園
芝
生
広
場
の

特
設
会
場
で
は
、「
房
総
発
見
伝

ス
テ
ー
ジ
」
と
題
し
て
、
伝
統
芸

能
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

「
ち
ば
Ｄ
Ｃ
シ
ン
ボ
ル
ス
テ
ー

ジ
・
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
レ
モ
ニ
ー
」

と
題
し
て
、
劇
団
「
貝
の
火
」
に

蒸気機関車が館山駅にお目見え！
Ｄ51が内房線を快走

　ちばＤＣの開幕記念として、懐かしの蒸気
機関車（Ｄ51）が、ＪＲ木更津駅～館山駅間
の内房線を走ります。
期日／２月３日（土）４日（日）
　　　２月10日（土）11日（日）12日（月）
時間／木更津駅（9：20）～館山駅（12：00）
着
問合せ／ちば観光プロモーション協議会
　　　　（℡：043-223-2412）
　　　ＪＲ東日本千葉支社総務部（広報）
　　　　（℡：043-222-0301）

開幕

い
ま
す
。

　
ち
ば
Ｄ
Ｃ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

な
っ
た
『
房
総
発
見
伝
』
は
、
曲

亭
（
滝
沢
）
馬
琴
が
南
房
総
を
舞

台
に
描
い
た
『
南
総
里
見
八
犬

伝
』
に
な
ぞ
ら
れ
て
考
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
や
各
旅
行
会
社

で
は
、
開
催
地
向
け
に
ツ
ア
ー
商

品
を
多
数
開
発
す
る
と
と
も
に
、

全
国
の
駅
構
内
や
電
車
内
の
ポ
ス

タ
ー
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
で
開
催
地

を
集
中
的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
　

　
ま
た
、
期
間
中
の
週
末
を
中
心

に
首
都
圏
か
ら
特
別
臨
時
列
車
が

運
行
さ
れ
る
他
、
２
月
上
旬
に

は
、県
内
で
は
18
年
ぶ
り
に
蒸
気

機
関
車「
Ｄ
51
」の
特
別
運
行（
木

更
津
駅
〜
館
山
駅
間
）
も
行
わ
れ

ま
す
。

　ＳＬ運行日の館山駅到着時間の前後は、

駅周辺や鉄道沿線で混雑が予想されます。

　円滑な運行へのご協力をお願いします。

２
３南

総
里
見
八
犬
伝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
片
手
に
、
ご
家
族
揃
っ
て
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
２
月
３
日
（
土
）
９
時

30
分
〜
受
付
開
始

　
受
付
／
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
東
口

　
※
参
加
無
料
・
当
日
受
付

　
コ
ー
ス
／
館
山
駅
東
口
〜
さ
と

み
朝
市
会
場
〜
銀
座
商
店
街
（
ま

ち
か
ど
ミ
ニ
博
物
館
・
手
作
り
甲

冑
展
）
〜
安
房
博
物
館
〜
北
下

台
・
小
高
記
念
館
〜
慈
恩
院
〜
妙

音
院
〜
八
賢
士
の
墓
〜
八
犬
伝
博

物
館
〜
城
山
公
園
・
芝
生
広
場

（
ゴ
ー
ル
）
約
８
㎞

　
特
典
／
参
加
者
全
員
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
「
八
犬
伝
手
ぬ
ぐ
い
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

９
時
30
分
〜
　
館
山
駅
東
口
〜
城
山
公
園

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

13
時
〜
　
城
山
公
園
・
特
設
会
場

よ
る
人
形
劇
「
里
見
八
犬
伝
」
や

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
・
平
野
啓

子
氏
に
よ
る
「
里
見
八
犬
伝
（
原

文
）
朗
読
」
な
ど
を
開
催
。

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
・
藤
掛

廣
幸
氏
に
よ
る
人
形
劇
や
朗
読
に

あ
わ
せ
た
舞
台
音
楽
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。「
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」で

は
、
堂
本
暁
子
千
葉
県
知
事
が
出

演
。
千
葉
の
魅
力
を
語
り
合
い
ま

す
。

　
期
日
／
２
月
３
日
（
土
）

　
◆
房
総
発
見
伝
ス
テ
ー
ジ

　
　
13
時
〜

　
◆
シ
ン
ボ
ル
ス
テ
ー
ジ

　
　
16
時
40
分
〜

　
会
場
／
城
山
公
園
・
芝
生
広
場

　
交
通
等
／
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
〜
城
山

公
園
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
13

時
〜
）
を
運
行
し
ま
す
。
周
辺
駐

車
場
等
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

ち
ば
Ｄ
Ｃ
イ
ベ
ン
ト

ち
ば
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
は
、
館
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

館
山
市
観
光
協
会
、
各
公
民
館

な
ど
に
備
え
付
け
の『
館
山
市
・
ち

ば
Ｄ
Ｃ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
観
光
立
市
推
進
課
・

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡
22
―
２

５
４
４
）

　ちばＤＣ期間中、ＳＬ運行やウォーキン
グイベントの開催に合わせて、ＪＲ館山駅
東口・特設会場で、地元の物産・銘品が並ぶ
「さとみ朝市」を開催します。ウォーキング
イベントと一緒に、海の幸・山の幸が並ぶ
ミニ朝市で、旬の味覚もお楽しみ下さい。
期日／２月３日（土）４日（日）
　　　２月10日（土）11日（日）12日（月）
　　　４月21日（土）29日（日）
時間／9：00～16：00頃
会場／ＪＲ館山駅東口・特設会場
主催／さとみ朝市実行委員会

館山の銘産品がズラリ！

さとみ朝市

▲メイン会場となる城山公園・八犬伝博物館

▲18年ぶりに内房線で運行される蒸気機関車Ｄ51

▲観光客を迎え入れるＪＲ館山駅

▲露地花で彩られる洲埼灯台

▲まちかどミニ博物館・鉄道グッズ展

市民の皆さんの来場をお待ちしています

ＳＬ運行にご協力を

４平成19年１月15日号５ だん暖たてやま

お 知 ら せ



６平成19年１月15日号７ だん暖たてやま

特 集

多目的観光桟橋などの
　　　　　　　整備について

館
山
港
整
備
計
画
と
こ
れ
ま
で
の
経
過

平
成
12
年
５
月
　

「
特
定
地
域
振
興
重
要
港

湾
」に
選
定

　「
特
定
地
域
振
興
重
要
港
湾
」

は
、地
域
の
振
興
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
港

湾
で
す
。館
山
港
は「
観
光
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」分
野
を
振
興
す

る
こ
と
で
、周
辺
地
域
の
活
性
化

が
期
待
で
き
る
港
湾
と
し
て
当
時

の
運
輸
省（
現
在
の
国
土
交
通
省
）

か
ら
、全
国
12
カ
所
の
な
か
の
１

平
成
14
年
　

千
葉
県
に
よ
る
現
地
調
査
　

　
港
湾
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
が

平
成
14
年
度
に
調
査
に
着
手
。建

設
に
必
要
な
土
質
・
工
事
影
響
・
漁

業
実
態
の
各
種
調
査
や
設
計
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、水
域
利
用
者

で
あ
る
漁
業
者
と
事
業
に
対
す
る

理
解
を
求
め
る
た
め
の
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。

港
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
３
月
　

館
山
港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定

  

選
定
を
受
け
、市
は
国
、千
葉

県
、学
識
経
験
者
ら
と
共
同
で「
館

山
港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。策
定
に
あ
た
っ
て

は
商
工
業
、農
漁
業
、港
湾
利
用
の

代
表
者
な
ど
か
ら
地
元
の
意
見
を

聴
く
と
と
も
に
、地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、館
山
湾
の

魅
力
的
な
資
源
や
海
と
陸
と
の
接

続
部
に
あ
る
港
湾
の
特
性
を
活
か

し
て
、来
訪
者
に
多
彩
な
海
の
観

光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や

憩
い
と
交
流
の
場
、環
境
教
育
の

場
を
提
供
す
る
、地
域
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
海
側
の
拠
点

を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
基
本
理

念
を
定
め
ま
し
た
。

　
海
の
玄
関
口
の
形
成
や
船
の
魅

力
を
提
供
す
る
こ
と
で
、観
光
客

の
増
大
や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
ま

す
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
多
目

的
観
光
桟
橋
の
整
備
計
画

　
現
在
の
館
山
桟
橋
付
近
に
、多

目
的
観
光
桟
橋
を
つ
く
り
、海
上

部
の
長
さ
が
約
400
ｍ
の
道
路
桟

橋
先
端
に
、客
船
や
帆
船
な
ど
が

接
岸
で
き
る
、長
さ
240
ｍ
、水
深

７
・
５
ｍ
の
桟
橋
な
ど
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、桟
橋
の
基
部
に
は
、交

通
・
情
報
・
交
流
拠
点
と
し
て
、集

客
・
物
販
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、

駐
車
場
な
ど
の
機
能
が
必
要
で
あ

る
と
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
に
向
け
た「
下
田
市
・
館
山
市
共

同
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
３
月
　

超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
試
験

運
航

　
東
京
〜
館
山
〜
大
島
間
に
、18

日
間
で
延
べ
６
千
630
人
が
利
用
。

そ
の
後
、平
成
18
年
３
月
の
運
航

で
は
、延
べ
１
万
人
を
超
え
る
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

れ
ま
で「
飛
鳥
」（
飛
鳥
Ⅱ
含
む
）計

３
回
、「
に
っ
ぽ
ん
丸
」計
５
回
、

「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
　
び
い
な
す
」１

回
、合
計
９
回
の
寄
港
が
実
現
し

て
い
ま
す
。

平
成
16
年
７
月
　

超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
社
会

実
験

　
関
東
運
輸
局
が
企
画
、公
共
交

通
活
性
化
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

け
る
社
会
実
験
と
し
て
、東
京
〜

館
山
〜
下
田
を
結
ぶ
超
高
速

ジ
ェ
ッ
ト
船
の
運
航
を
実
施
。

　
下
田
市
で
将
来
の
海
上
航
路
開

▲客船「にっぽん丸」と超高速ジェット船（平成18年３月）

▲ぱしふぃっく びいなす（平成17年３月）

 

「
多
目
的
観
光
桟
橋
の
整
備
」に
つ
い
て
、そ
の
計
画
内
容
が
周

知
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
進
行
し
て
い
る
状
況
に
、「
も
っ
と
情

報
提
供
し
て
、市
民
の
皆
様
と
合
意
形
成
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
」ま
た
、「
こ
の
財
政
負
担
が
、安
全
安
心
の
生
活
基
盤
整
備

に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
意
味
で
、再
検
証

す
べ
き
と
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
市
長
に
当
選
後
、速
や
か
に
、か
つ
精
力
的
に
情
報
収
集
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、す
で
に
建
設
着
工
が
間
近
で
あ
り
、事
業

主
体
で
あ
る
県
に
対
し
て
、建
設
推
進
の
可
否
を
即
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。短
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、計
画
の
内
容
や
市
の
財
政
負
担
な
ど
を

つ
ぶ
さ
に
検
討
し
た
結
果
、建
設
を
推
進
す
る
こ
と
が
市
の
経

済
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
の
桟
橋
計
画
は
、利
用
を
見
込
ん
で
い
る
ク
ル
ー
ズ
客

船
や
超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
の
需
要
だ
け
で
は
市
の
経
済
活
性

化
に
と
っ
て
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、さ
ら
な
る
多

様
な
船
舶
の
誘
致
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま

た
、状
況
に
応
じ
桟
橋
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
交
流
拠
点

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
経
済
活
動
が
生
ま

れ
、市
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
各
種
船
舶
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
、桟
橋
や
交
流

拠
点
の
整
備
、そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は「（
仮
称
）渚
の
駅
づ
く

り
検
討
委
員
会
」を
設
置
す
る
な
ど
市
民
が
参
加
で
き
る
体
制

を
つ
く
り
、市
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
、市
の
た
め
に
な
る
も

の
に
し
て
い
き
ま
す
。「
造
る
の
で
あ
れ
ば
、よ
り
経
済
効
率
の

良
い
も
の
を
造
る
」と
い
う
姿
勢
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
皆
様
に
十
分
な
情
報
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
反
省
し
、積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

館
山
市
長
　
金
丸
謙
一

鏡ヶ浦と富士

平
成
15
年
３
月
　

大
型
客
船「
飛
鳥
」初
寄
港
　

　
こ
の
初
寄
港
を
皮
切
り
に
、こ

平
成
18
年
９
月
　
　

内
房
小
委
員
会
よ
り
事
業

同
意
　

　
千
葉
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

の
内
部
組
織
で
あ
る
内
房
小
委
員

会（
北
は
鋸
南
町
か
ら
南
は
館
山

市
内
の
９
漁
協
で
組
織
）か
ら
多

目
的
観
光
桟
橋
の
建
設
に
関
す
る

同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
、

漁
業
権
を
有
す
る
漁
業
協
同
組
合

と
具
体
的
な
漁
業
補
償
の
交
渉
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
県
は
水
域
利
用
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
、

平
成
18
年
度
内
に
工
事
に
着
手

し
、平
成
21
年
度
末
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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桟
橋
の
整
備
と
並
行
し
、桟
橋
の
基
部
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
合
わ
せ
持
つ
、海
辺

の
交
流
拠
点「
渚
の
駅
」を
整
備
し
ま
す
。こ
の
海
辺
の
交
流
拠
点「
渚
の
駅
」は
、館
山
を

は
じ
め
と
す
る
南
房
総
地
域
の
海
の
玄
関
口
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、う
る
お
い

と
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
交
流
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、多
く
の
市
民
や
来
訪
者
が
集
う
こ

と
が
で
き
る
、新
た
な
観
光
拠
点
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、漁
業
関
係
者
、商
工
関
係
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、女
性
の
参
画
に
よ
る
検

討
会
を
設
置
し
、機
能
配
置
や
利
活
用
の
方
策
な
ど
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、館
山

の
観
光
振
興
に
資
す
る
施
設
と
し
て
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　
多
目
的
観
光
桟
橋
と
海
辺
の
交
流
拠
点「
渚
の
駅
」の
整
備
に
よ
り
、海
路
・
陸
路
の
来

訪
者
や
市
民
が
集
う
、多
彩
な
海
の
体
験
観
光
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、ウ
ミ
ホ
タ
ル
観
賞

な
ど
の
基
地
と
し
て
、ま
た
、地
場
産
品
を
提
供
で
き
る
市
場
や
食
の
店
と
し
て
消
費
活

動
を
促
し
、市
内
や
南
房
総
各
所
の
観
光
施
設
等
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
経
済
効
果

に
結
び
つ
け
る
な
ど
、観
光
立
市
を
標
榜
す
る
館
山
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
様
の
考
え
方
を
十
分
に
聴
い
て
、整
備
に
あ

た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
辺
の
交
流
拠
点「
渚
の
駅
」を
整
備お問合せ、ご意見は

海辺のまちづくり推進課
（℡２２-３６０６）まで

○当初の計画が変更されていると聞きま
したが、どのようなところが変更されたの
ですか？

　千葉県と市は非常に厳しい財政状況にあります
ので、早期に整備効果を現すことを重視し、計画を
見直しました。
　当初、港湾振興ビジョンで位置づけられた計画
のうち、当面はこれまでの船会社への寄港誘致に
より需要がはっきりしているクルーズ客船、超高
速ジェット船の接岸が可能な規模で整備し、利用
状況に応じて拡張するという計画に変更となりま
した。

○観光桟橋を造るにはどのくらいの費
用がかかるのですか？
また、そのうち市はどのくらい負担する
のですか？
　
　今後の桟橋整備の全体事業費は約12億円の
予定です。うち市の財政負担は、約２億円（負担
率１６．８５％）となりますが、地方債（市の借
り入れ）が充当でき、後年度に地方交付税が交
付されることから、実質的な市の負担額は、１
億１千万円程度になると試算されます。
　また、桟橋供用後の通常の維持管理費は、港
湾管理者である千葉県が桟橋を管理すること
になるので、市の負担は発生しません。

○どのような効果が見込まれますか？

　桟橋整備についての財政負担を考えたとき、い
かに整備される施設を利活用し、投資した経費を
回収した上で、さらに大きな経済効果を上げ、市
の活性化につなげていくかが最も重要です。
　そこで、これまで推進してきた大型客船や超高
速ジェット船の寄港誘致、館山への来訪者の増
加、そのための地域の魅力アップなどについて、
さらに積極的に取り組みます。また、桟橋の供用
開始が予定されている平成２１年度末に向けて、
多様な船舶の誘致を図りながら、水や食糧など必
要物資の供給基地となるよう努めていきます。
　さらに、桟橋の基部に海辺の交流拠点「渚の駅」
を整備します。（詳細は次ページ参照）
　桟橋と「渚の駅」を一体的に整備することで、新
たな観光拠点を創出し、大きな経済効果に結びつ
けます。

○どのような施設を作る予定ですか？

　現在の整備計画では、その用途に応じて概ね３
つの施設を作る計画となっています。
　　　　　　　　　　　（次ページ平面図参照）
①水深７．５ｍ桟橋
クルーズ客船・帆船・官公庁船・館山湾に停泊して
いる多様な船舶の乗船客や乗組員の乗り降り、休
憩や物資の補給などのため
②水深３ｍ桟橋
超高速ジェット船・湾内遊覧船・ヨットやプレ
ジャーボートの接岸と乗り降りなどのため
③道路桟橋
乗降客や乗組員、海に親しむために陸側から桟橋
を利用する人の通行のため
　※施設は潮流、水質、底質（海底の状況）、生態系
などへの影響が少ないように桟橋構造（現在の館
山桟橋と同様の構造）となっています。

多目的観光桟橋の整備と
利用計画の概要について
質問にお答えします

　海辺の交流拠点「（仮称）渚の駅づくり
検討委員会」と「多目的観光桟橋等の整備
に関する住民説明会」（2月中旬開催予定）
の詳細については、広報「だん暖たてやま
２月１日号」でお知らせします。

お知らせ

▲飛鳥Ⅱと超高速ジェット船（平成18年３月）

館山桟橋 

千葉県立安房博物館 

北条桟橋 

汐
入
川 

道路桟橋400m

幅7.2m
（水深3.0m桟橋） 

（水深3.0m桟橋） 

（水深2.0m桟橋） 

30m

240m（水深7.5m桟橋） 

10m

50m

ビジョン策定時の計画 

今回の工事計画 

多目的観光桟橋平面図 



　
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
家
計
が
あ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
市
に
は
予
算

と
い
う
も
の
が
あ
り
、予
算
を
中

心
に
し
た
市
の
行
政
活
動
を「
財

政
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。平
成
18
年

11
月
末
ま
で
の
財
政
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
財
政
係（
℡

22
―
３
２
９
１
）

　
市
の
予
算
は
、一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。市

民
生
活
に
直
接
関
係
が
深
い
、道

路
の
補
修
や
福
祉
に
必
要
な
予
算

を「
一
般
会
計
予
算
」と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　
前
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
と

補
正
予
算
を
含
め
て
150
億
３
千

948
万
円
の
一
般
会
計
で
ど
れ
だ
け

支
払
っ
た
か
、収
入
し
た
か
を
下

の
グ
ラ
フ
で
表
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
規
模

は
約
150
億
円
と
緊
縮
型
予
算
で
す

が
、約
９
億
円
の
財
源
不
足
を
財

政
調
整
基
金
の
取
崩
し
と
他
の
基

金
か
ら
の
借
入
れ
で
補
う
な
ど
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、

更
に
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進

し
、収
支
の
均
衡
を
早
急
に
回
復

す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

市の家計は
どんな状態？

予算現額　150億3,948万円
収入済額　  98億　293万円
収入割合　65.2％

予算現額     150億3,948万円
支出済額       86億   248万円
支出割合                   57.2％歳入 歳出

項目・収入割合（％）

市　税

地　方
交付税

国　庫
支出金

市　債

　県
支出金

地　方
譲与税

使用料
及　び
手数料

繰越金

その他

支出割合（％）・項目

53  民生費

53  公債費

65  総務費

55  衛生費

53  土木費

62  教育費

47  農林水      産業費

79  消防費

65  商工費

61  その他

　56億3,311万円

37億4,395万円

30億8,900万円

29億1,900万円

14億8,980万円

  7億1,500万円

  3億9,690万円

  5億4,626万円
　1億  441万円

　3億5,714万円
　2億3,107万円

　5億  708万円
　2億2,175万円

　3億1,537万円
　4億4,229万円

14億1,058万円

　7億4,715万円

　　　 44億6,507万円
23億6,997万円

19億9,667万円
10億4,901万円

18億4,524万円
11億9,151万円

18億1,182万円

10億  220万円

16億4,002万円

  8億6,870万円

14億3,717万円
8億8,470万円

8億6,769万円
6億8,491万円

3億9,822万円
1億8,768万円

3億1,457万円

2億  319万円

2億6,301万円

1億6,061万円

「公債費」は、地方公共団体が、事業を
行うために借り入れた金額の元利償
還金のことです。
「地方譲与税」は、国が国税として徴収
し、地方公共団体へ譲り与える税のこ
とです。市の「地方譲与税」には現在、
所得譲与税、自動車重量譲与税、地方
道路譲与税の３つがあります。

予算現額

収入・支出済額

繰入金

　6億5,849万円

　9億7,614万円
　3億3,792万円

　
歳
入
で
最
も
多
い
市
税
の
内
訳

は
次
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
固
定
資
産
税
と
市
民
税
が
市
税

の
中
心
で
、こ
の
２
つ
で
市
税
の

82
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
１
人
あ
た
り
が
負
担
す
る

市
税
は
、約
11
万
円
。一
世
帯
あ

た
り
で
は
、約
25
万
６
千
円
に
な

り
ま
す
。

　
市
民
１
人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る

予
算
は
約
29
万
５
千
円
。一
世
帯

あ
た
り
で
は
約
68
万
４
千
円
で

す
。

　
特
別
の
目
的
を
も
っ
て
、独
立

採
算
を
基
本
と
し
て
運
営
さ
れ
る

も
の
を
「
特
別
会
計
」
と
い
っ

て
、「
一
般
会
計
」と
区
分
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
「
国
民
健
康
保
険
」

「
老
人
保
健
」「
介
護
保
険
」

「
学
童
災
害
共
済
事
業
」「
下
水

道
事
業
」の
５
つ
の
特
別
会
計
が

　
市
有
財
産
の
主
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。土
地
の
主
な
も
の

は
、
学
校
の
敷

地
、公
園
な
ど
で

す
。
基
金
に
は
、

財
政
調
整
基
金
、

庁
舎
建
設
基
金
、

文
化
振
興
基
金
、

地
域
福
祉
基
金
、

観
光
振
興
基
金
な

ど
が
あ
り
、特
定

の
目
的
の
た
め
に

あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
に
対
し
て
、

ど
れ
だ
け
の
収
入
と
支
出
が
あ
っ

た
か
を
下
の
表
で
示
し
ま
し
た
。

　
学
童
災
害
共
済
事
業
は
、交
通

事
故
以
外
の
災
害
を
受
け
た
学
童

を
救
済
す
る
た
め
に
災
害
共
済
制

を
設
け
て
い
る
も
の
で
、同
制
度

の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
基

金
と
し
て
共
済
見
舞
金
の
財
源
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

今年度予算は150150150150150億円億円億円億円億円規模！

　  11月末で57.2％を支出
市民税

固　定
資産税

都　市
計画税

軽
自動車税

入湯税

24億4,545万円
16億7,513万円

21億9,515万円
13億6,288万円

4億8,741万円
3億2326万円

3億9,362万円
2億7,785万円

9,255万円
8,944万円

  120万円
  42万円

1,773万円
1,497万円

予算現額
56億3,311万円

収入済額
37億4,395万円

市税の内訳

衛　　生　　債
土　　木　　債
臨時財政対策債
減税補てん債
教　　育　　債
臨時税収補てん債
農林水産業債
災 害 復 旧 債
民 生 債
公 営 住 宅 債
消 防 債
総 務 債
商 工 債
　　合　　計

63億9,493
56億1,853
33億5,827
14億8,094
9億9,951
2億7,710
 2億6,304

9,874
7,877
6,153
4,463
2,246
1,709

187億1,554

（単位：万円）▼市債の現在高

　
市
が
大
規
模
な
仕
事
を
す
る
時

に
、多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、国
や
金
融
機
関
か
ら
お

金
を
借
り
る
の
が
市
債
で
す
。

　
長
年
使
う
公
共
施
設
は
、将
来

に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、

税
金
で
長
期
的
に
返
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、世
代
間
の
負
担
の
公
平

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
市
債
は
道
路
、河
川
、教
育
、

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

特別土地
保有税

市
たばこ税

国 民 健 康 保 険

老　人　保　健

介　護　保　険

学童災害共済事業

下  水  道  事  業

59億6,264

56億6,729

37億  479

165

8億5,918

31億2,868

31億6,622

24億6,681

62

4億5,627

35億4,915

30億9,554

20億3,606

34

4億  501

事　業　名 予算現額 収入済額 支出済額

（単位：万円）▼特別会計の収支

44

95

53

35

56

19

44

65

140

財
産
を
維
持
し
、資
金
の
積
み
立

て
や
運
用
を
す
る
た
め
に
設
け
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
の
収
支

市
有
財
産

土　地

建　物

基　金

出資金

自動車

債　権

152万4,646㎡

 14万3,856㎡

34億5,808万円

92億1,717万円

115台

 2億5,181万円

▼市有財産

市
債
の
現
在
高

特
別
会
計
の
収
支

市
税
の
内
訳

１
人
あ
た
り
の
税
と
予
算

66
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４
月
か
ら
始
ま
る
総
合
検
診
の

基
本
健
康
診
査（
血
液
検
査
、尿
検

査
、身
体
計
測
、血
圧
測
定
、医
師

聴
打
診
）は
、加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
受
診
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
外
と
な
る
の
は
、①
勤
め

先
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
本

人
、②
政
府
管
掌
健
康
保
険
の
被

保
険
者
本
人
と
被
扶
養
者（
被
保

険
者
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
家

族
な
ど
）の
う
ち
配
偶
者
で
す
。　

▼基本健康診査の対象者 総
合
検
診
前
に
健
康
保
険
の
確
認
を

基
本
健
康
診
査
を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

65
歳
以
上
の
人
は
介
護
予
防
健
診

の
対
象
と
な
る
た
め
、保
険
の
種

類
に
関
係
な
く
基
本
健
康
診
査
を

受
診
で
き
ま
す
。

　
検
診
当
日
は
、保
険
証
の
確
認

を
行
う
た
め
、保
険
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
年
間
検
診
申
込
書
は
、封
書
に

て
、２
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。検

診
は
、平
成
18
年
度
と
同
様
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
若
潮

ホ
ー
ル
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

　「
狂
犬
病
」は
、ほ
と
ん
ど
の
哺

乳
動
物
が
か
か
る
伝
染
病
で
す
。

発
症
し
て
い
る
犬
や
ネ
コ
お
よ
び

野
生
動
物
に
咬
ま
れ
る
と
、唾
液

中
に
含
ま
れ
る
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス

が
、咬
ま
れ
た
傷
口
か
ら
体
内
に

入
り
感
染
し
ま
す
。発
症
す
る
と
、

治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
内
で
の
感
染
は
な
い
た
め
、

国
内
で
動
物
に
咬
ま
れ
て
も
直
ち

に「
狂
犬
病
」を
心
配
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
が
狂
犬
病
清
浄
国
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
の
実
施
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
に
協
力
し
て

「
狂
犬
病
」に
注
意
！

◎
海
外
旅
行
の
と
き
は

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

中里ワークホーム

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

安房医師会病院保育所

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

豊房幼稚園

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:10～10:25

10:35～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:10～15:30

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:25～13:45

14:00～14:30

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:20

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

13:30～14:00

時　間　２月

 6

20

 6

20

 6

20

 7

21

14

27

14

27

14

27

15

28

15

28

15

28

 7

21

 7

21

16

※雨や風の強い日は、巡回を中止する
　ことがあります。

問合せ／館山市図書館
　　　　（℡22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」
        ２月の巡回場所

　
城
山
公
園
の
茶
室「
雁
月
庵
」

で
、新
春
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
１
月
28
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

　
料
金
／
お
菓
子
と
お
茶
で
一
服

300
円

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課（
℡
22

―
３
６
９
８
）

雁
月
庵
で

　「
新
春
茶
会
」

　
図
書
館
で
は
、２
月
１
日
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
蔵

書
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の

は
、図
書
利
用
券
を
持
ち
パ
ス

ワ
ー
ド
登
録
を
し
た
人
で
す
。Ｓ

Ｓ
Ｌ（
情
報
暗
号
化
）機
能
を
取
り

入
れ
る
た
め
、個
人
情
報
保
護
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
蔵
書
予
約

図
書
館
で
２
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始

面
か
ら
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

　
登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、図

書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://

library.city.tateyam
a.chiba.jp

）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
市
図
書
館（
℡

22
―
０
７
０
１
）

　
感
染
し
な
い
こ
と
が
一
番
で
す

が
、感
染
し
て
も
発
症
さ
せ
な
い

方
法
が
あ
り
ま
す
。

▼
感
染
し
な
い
た
め
に

　
犬
や
野
生
動
物
な
ど
に
近
づ
い

た
り
、む
や
み
に
手
を
出
さ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
主
な
感
染
源
動
物
／【
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
】犬
、ネ
コ
　【
ア
メ
リ

カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
】キ
ツ
ネ
、ア
ラ

イ
グ
マ
、ス
カ
ン
ク
、コ
ウ
モ
リ
、

ネ
コ
、犬【
中
南
米
】犬
、コ
ウ
モ

リ
、ネ
コ
、マ
ン
グ
ー
ス

　
狂
犬
病
発
生
国
／
日
本
、英
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
の
一
部
の
国
々
を
除

い
て
全
世
界
に
分
布

▼
発
症
さ
せ
な
い
た
め
に

　「
狂
犬
病
」の
可
能
性
が
あ
る
動

物
に
咬
ま
れ
た
ら
、傷
口
を
石
け

ん
と
水
で
よ
く
洗
い
流
し
、現
地

の
病
院
で
診
察
を
受
け
、感
染
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
初
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
を
０

日
と
し
て
３
日
、７
日
、14
日
、30

日
、90
日
の
計
６
回
接
種
す
る
た

め
、途
中
で
帰
国
す
る
場
合
は
帰

国
後
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、県
内
の
一
部
の
病
院
で

は
、予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。十
分
な
免
疫
力
を
つ

け
る
に
は
長
期
間
か
か
る
た
め
注

意
が
必
要
で
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
℡
22
―
４
５
１
１
）

　
平
成
19
年
度
の
総
合
検
診
、各

種
検
診
の
内
容
は
、２
月
15
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
課（
℡
23
―
３

１
１
３
）

地域住民が加入

する健康保険

職場で加入する

健康保険

（社会保険）

政府管掌健康保険

健康保険組合

共済組合

船員保険

被保険者

本　　人

×

×

×

×

配偶者

×

○

○

○

その他

○

○

○

○

被扶養者

○

健康保険の種類

○ ○国民健康保険
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身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、障
害
の
あ

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
、ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人（
養

育
者
）に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
支
給
月
／
４
月
、８
月
、11
月

　
母
子
家
庭
の
母
、父
子
家
庭
の

父
と
そ
の
児
童
が
、医
療
機
関
に

か
か
っ
た
と
き
に
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、あ
ら
か

じ
め
申
請
書
を
提
出
し
、資
格
認

定
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
給
付
申
請
書
締
切
／
毎
月
20
日

　　
助
成
を
受
け
る
に
は
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。支
給
日
ご
と
の
通
知
は

行
わ
な
い
た
め
、支
給
額
は
通
帳
で
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
℡
22
―
３
４
９
２
）

▼
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

　
医
療
費
の
助
成

▼
児
童
扶
養
手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

母
子
・
父
子
福
祉
で
各
種
助
成

　
離
婚
な
ど
に
よ
り
、父
親
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母（
母

に
代
わ
り
養
育
し
て
い
る
人
を
含

む
）に
、生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

　
支
給
日
／
申
請
書
提
出
の
翌
月

10
日（
内
容
確
認
の
た
め
、支
給
が

翌
々
月
以
降
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

け
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。た
だ
し
、老
齢
年
金
・
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
な
ど
公
的
年
金
を

母
ま
た
は
児
童
が
受
給
で
き
る
場

合
は
、該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
支
給
月
／
４
月
、８
月
、12
月

　県は、中央労働金庫と提携し、中小企業で働いている人お
よび離職した人に生活資金の融資を行っています。
【中小企業に勤めている人（療養費、教育費など）】
　融資限度額／100万円　　返済期間／5年以内
　金利／年2.2％（他に保証料率0.8％）　
【中小企業に勤めている育児・介護休業中の人】
　融資限度額／50万円または100万円
　金利／年1.9％（他に保証料率0.8％）
　返済期間／5年以内
【離職した人（現に求職活動をしている人で、離職後18か
月以内の人など）】
　融資限度額／30万円または20万円（併用可）
　金利／年1.5％（他に保証料率0.8％）
　返済期間／3年以内
　問合せ／県庁雇用労働課（℡043－223－2738）、中央
労働金庫（フリーダイアル0120－86－6956、館山支店℡
22―1111）

生活資金を融資　　　　
　　　　　労働者福祉資金



　市が保有する物件を、予定価格（最低売却価格）
設定による一般競争入札で売却します。
　入札に参加するためには、申込みが必要です。詳
しい手続きなどは、財政課で配布する「市有財産の
一般競争入札案内書」をご覧ください。
　入札参加申込期間／1月16日(火)～2月2日(金)
　入札日時／2月8日（木）午後1時10分から
　入札場所／市役所2号館2階会議室
　物件／①北条2840－2および2841（宅地
315.96㎡）、②北条2879（宅地146.88㎡）、③北条
2933（宅地110.66㎡）、④北条709－3および
738－4（宅地392.13㎡）
　問合せ／財政課管財検査室（℡22－3296）

市有地を
一般競争入札で売却

電
気
・
ガ
ス
製
品
な
ど
の
事
故
か
ら
身
を

守
る
た
め
に

　
県
内
で
110
番
を
か
け
る
と
、千

葉
県
警
察
本
部
通
信
司
令
室
に
つ

な
が
り
ま
す
。通
報
を
聞
き
な
が

ら
、同
時
に
警
察
署
や
パ
ト
カ
ー

な
ど
に
無
線
で
手
配
を
し
ま
す
。

　
110
番
は
、事
件
や
事
故
の
発
生

を
通
報
す
る
緊
急
電
話
で
す
。緊

急
で
な
い
警
察
へ
の
連
絡
や
相
談

な
ど
に
利
用
す
る
と
、１
分
１
秒

を
争
う
緊
急
事
態
の
通
報
が
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。緊
急
以
外
の
相
談
は
、最

寄
の
警
察
署
、交
番
、駐
在
所
な

ど
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署（
℡
23

―
０
１
１
０
）、最
寄
の
交
番
、駐

在
所
、千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー（
℡
043
―
227
―

９
１
１
０
、祝
祭
日
を
除
く
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
）

　
部
屋
を
閉
め
き
っ
た
ま
ま
で
ガ

ス
や
灯
油
の
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
続

け
た
り
、換
気
扇
を
回
さ
ず
に
ガ
ス

コ
ン
ロ
や
小
型
湯
沸
器
を
使
う
と
、

一
酸
化
炭
素
中
毒
に
よ
る
死
亡
や

後
遺
症
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。ガ
ス

や
灯
油
を
使
う
と
き
は
、換
気
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、い
く
つ
も
の
家
電
製
品
を

た
こ
足
配
線
で
つ
な
い
だ
り
、コ
ン

セ
ン
ト
部
に
ほ
こ
り
が
た
ま
っ
て

い
る
と
、火
事
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。電
気
を
使
う
と
き
は
、漏

電
に
注
意
し
、焦
げ
臭
い
に
お
い
や

発
熱
、異
常
音
が
し
た
ら
使
用
を
中

止
し
、コ
ン
セ
ン
ト
に
た
ま
っ
た
ほ

こ
り
は
、プ
ラ
グ
を
抜
き
乾
い
た
布

で
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
市
民
相
談
・
協

働
グ
ル
ー
プ（
℡
22
―
３
１
４
２
）

ETC車限定
アクアラインで料金を割引

　実施期間／2月1日（木）～2月28日

（水）

　対象道路／東京湾アクアライン

　対象車両／ETC車

　割引内容／現行のETC割引料金から

さらに3割引【例　普通車( E T C車)

2,320円⇒1,620円】

　対象時間／  6:00～10:00

　　　　　　14:00～20:00

※木更津金田料金所または海ほたる

パーキングエリア料金所通過時間

　問合せ／千葉県道路計画課

（℡043－223－3298、ホームページ

http://www.aqua-jikken.com）

110
番
は
事
件
・
事
故
な
ど
緊
急
通
報
に

若
潮
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
紹
介
③

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
指
導
　
押
尾
伊
勢
松
さ
ん

　
若
潮
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
は
、現
在
18
種
目
を
開
催
し
て

い
ま
す
。ど
の
種
目
も
、初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
誰
で
も
楽
し
く
参

加
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」を

指
導
す
る
押
尾
伊
勢
松
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
健
康
づ
く
り
に
最
適

押尾さん

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
代
表
指
導

者
の
押
尾
伊
勢
松
さ
ん（
沼
在
住

83
歳
）は
写
真
を
見
て
も
わ
か
る

と
お
り
、と
て
も
80
歳
を
超
え
て

い
る
と
は
思
え
な
い
精
力
的
な
動

き
で
、い
つ
も
元
気
に
参
加
者
の

み
な
さ
ん
の
指
導
を
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
秋
、島
根
県
で
行
な
わ

れ
た
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
で
は
、安
房
地
域

か
ら
唯
一
千
葉
県
の
代
表
選
手
に

選
ば
れ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競

技
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
式
の
席
上
、最
高
齢

者
賞
と
し
て
、全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
選
手
に
囲
ま
れ
表
彰
を
受

け
た
押
尾
さ
ん
。式
台
ま
で
自
席

か
ら
走
っ
て
行
き
、そ
の
姿
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
押
尾
さ
ん
曰
く「
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は
、初
心
者
で
も
す
ぐ
に

参
加
で
き
、い
つ
の
間
に
か
長
い

距
離
を
歩
く
の
で
、健
康
づ
く
り

に
は
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。楽

し
い
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
ま

す
。ぜ
ひ
、多
く
の
人
た
ち
に
遊

び
に
き
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
す
。　

　
み
な
さ
ん
も
押
尾
さ
ん
の
元
気

を
も
ら
い
に
中
央
公
園
を
訪
れ
て

は
い
か
が
で
す
か
！

若潮ファミリースポーツ教室 19年2月の活動予定　問合せ／スポーツ課（℡22－3696）

※若潮ファミリースポーツ教室は、生涯学習課主催「子ども市民大学」の対象教室になっています。

   若潮ファミリースポーツ教室は、子供たちの体力向上、親子のふれあい、多世代の交流、高齢者の生きがいづ
くり、地域のコミュニティーづくりなどを目的に、趣旨に賛同してくれたボランティアスタッフの協力を得て活
動してます。
   3月には、これからもずっとこの活動を続けていくために、館山市の総合型地域スポーツクラブとして新たなス
タートをします。この総合型地域スポーツクラブは、地域住民が地域住民のために自ら活動していくクラブです。
現在、この活動に賛同してくれるスタッフを募集しています。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　「地域に住む子供たちのために、自分たちの住みやすい環境を整備する為に一緒に活動しませんか！」

エアロビクスダンス
バレーボール
ソフトバレーボール
卓球
バドミントン
グラウンドゴルフ
バウンドテニス
水泳
ヒップホップダンス
キッズサッカー
女子フットサル
軟式野球

ソシアルダンス

若潮ホール
市民体育館
市民体育館
市民体育館
市民体育館
中央公園
第三中学校体育館
温水プール

若潮ホール
　
　
館山小学校校庭

　　　種　　目　　　　　 対　　象　　　　活　動　日         　 時　　間　　　　会　　　場
誰でも
小学生以上
小学生以上
小学生以上
小学生以上
誰でも
小学生以上
成人
誰でも
就学前の親子
中学生以上の女性
小学生以上

誰でも

　
　豊津ホール
　若潮ホール
　若潮ホール
　
    若潮ホール
　

13:00～16:00
13:00～16:00
13:00～16:00
19:00～21:00
19:00～21:00

4、11、18、25日（日）
6、13、20、27日（火）
1、8、15、22日（木）
7、14、21、28日（水）

9、23日（金）
健康体操
タップダンス
歌声広場

14:00～15:30
10:00～11:00
19:30～20:45

誰でも

誰でも

誰でも

若潮ホール

若潮ホール

5、19、26日（月）
6、20日（火）
6、20日（火）

19:30～21:00
19:30～21:15
19:30～21:15
19:30～21:15
19:30～21:15
13:00～15:00
19:00～20:45
15:30～16:30
19:30～21:00

  8:00～10:00

17:00～18:30 市民体育館

13、27日（火）
5日（月）
26日（月）
14、28日（水）
7、21日（水）
2、9、16、23日（金）
19日（月）
2、9、16、23日（金）
2、16日（金）

4、18日（日）

若潮ホール
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うまうま(離乳食）学級

　
県
は
、地
域
の
地
球
温
暖
化
防

止
に
関
す
る
情
報
提
供
、助
言
な

ど
を
行
い
、地
球
温
暖
化
防
止
活

動
の
普
及
啓
発
を
図
る「
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」を
募
集

し
ま
す
。

　
応
募
要
件
／
①
県
内
に
居
住
、

勤
務
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
20
歳

以
上
の
人
。②
地
球
温
暖
化
防
止

に
関
す
る
活
動
に
取
組
む
熱
意
の

あ
る
人
。③
平
成
21
年
３
月
ま
で

２
年
間
活
動
で
き
る
人
。④
氏
名
、

連
絡
先
を
市
環
境
保
全
課
に
知
ら

せ
る
こ
と
に
同
意
で
き
る
人
。

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
を
募
集

　
募
集
人
員
／
３
歳
児
、４
歳
児
、

５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

　
応
募
資
格
／
①
平
成
13
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
、聴
覚
、言
語
、発
達

な
ど
に
障
害
が
あ
る
幼
児

　
提
出
書
類
／
①
入
学
願
書（
所

定
様
式
）、②
返
信
用
封
筒（
宛
先

を
明
記
し
80
円
切
手
を
添
付
し
た

も
の
）、③
校
長
が
必
要
と
認
め
る

書
類
。

　
提
出
期
間
／
１
月
22
日（
月
）か

　
養
成
講
習
会
の
日
程
／【
第
１

回（
木
更
津
市
民
会
館
）】２
月
２

日（
金
）午
後
１
時
か
ら
　【
第
２

回（
柏
市
、さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ
）】２
月
８
日（
木
）午
後
１
時

30
分
か
ら
　【
第
３
回（
千
葉
市
、

千
葉
県
青
少
年
女
性
会
館
）】２
月

11
日（
日
）午
後
１
時
か
ら
　【
第

４
回（
東
金
文
化
会
館
）】２
月
17

日（
土
）午
後
１
時
か
ら

　
申
込
方
法
／
所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
便
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。応
募
申
請
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.ckz.jp

/)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
260
―
０

０
２
４
　
千
葉
市
中
央
区
中
央
港

１
―
11
―
１
　
千
葉
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー（
℡

043
―
246
―
２
１
８
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
043

―
246
―
６
９
６
９
、Ｅ
メ
ー
ル

ccca@
ckz.jp

）

ら
２
月
14
日（
水
）ま
で
。（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

　
受
付
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。

　
入
学
相
談
／
２
月
14
日（
水
）ま

で
随
時
行
い
ま
す
。

　
入
学
選
考
日
時
／
２
月
28
日

（
水
）午
前
10
時
か
ら

　
選
考
内
容
／
諸
検
査
お
よ
び
面

接　
問
合
せ
／
県
立
館
山
聾
学
校

（
℡
27
―
２
４
９
０
）

　
県
教
育
庁
南
房
総
教
育
事
務
所

で
は
、平
成
19
年
度
に
公
立
小
・
中

学
校
で
講
師
を
希
望
す
る
人
の
面

接
会
を
開
催
し
ま
す
。す
で
に
勤

務
し
て
い
る
人
で
、平
成
17
年
度

登
録
の
人
も
再
登
録
手
続
き
が
必

要
で
す
。ま
た
、本
年
度
中
に
講
師

を
希
望
す
る
場
合
は
、事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
時
／
２
月
２
日（
金
）午
後
２

時
か
ら

　
場
所
／
南
房
総
教
育
事
務
所
安

房
分
室（
北
条
403
）

公
立
小
・
中
学
校
の
講
師

　日程／表のとおり（全5回）
　講師／中山五枝子氏
（アロマコーディネーター・ヨガインストラクター）
　参加費／3,500円（材料代・保険代込み）
　持ち物／筆記用具、バスタオル、フェイスタオル、
洗面器
　定員／15人
　締切／1月29日（月）先着順
　問合せ・申込み／館野地区公民館
（℡23－6480、月・水・金の9:00～17:00）

春に向けて ウォーミングアップ！

アロマ＆ヨガ体験講座

▼日程

紅茶を楽しむ
　日時／1月25日（木）13:30～15:30
　内容／おいしい紅茶の入れ方、 紅茶葉の上手な保
存の仕方など
　講師／氏家のり子氏（ティー･インストラクター）
　場所／館野地区公民館
　参加費／1,000円
　持ち物／筆記用具
　定員／20人
　問合せ・申込み／館野地区公民館
（℡23－6480、月・水・金の9:00～17:00）

日　時

2月  2日(金)
  9:30～12:00
2月  6日(火)
10:00～11:00
2月  8日(木)
10:00～12:00
2月14日(水)
10:00～11:30
2月16日(金)
10:00～12:00

内　　容

全体説明、アロマ体験（吸入・手足浴など）、
アロマ手作り実習「発泡入浴剤」
ヨガ　身体の各部位を丁寧にほぐし、軽い
ストレッチから簡単ポーズまで
アロマ手作り実習
「ハンドウォッシュ＆うがい水」
ヨガ　身体の各部位を丁寧にほぐし、軽い
ストレッチから簡単ポーズまで
アロマ手作り実習
「リフレッシュスプレー」

県
立
館
山
聾
学
校
幼
稚
部
の
入
学
者

　
募
集
職
種
／
小
・
中
学
校
教
員
、

養
護
教
諭
、学
校
栄
養
士
、学
校
事

務
職
員

　
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、印
鑑
、写

真（
新
規
４
㎝
×
３
㎝
１
枚
、６
㎝

×
４
・
５
㎝
３
枚
、再
登
録
４
㎝
×

３
㎝
１
枚
）、履
歴
が
わ
か
る
メ
モ

と
写
し（
高
校
・
大
学
の
卒
業
年
月

日
、教
員
免
許
状
の
写
し
※
新
卒

者
は
不
要
）

　
問
合
せ
／
南
房
総
教
育
事
務

所
管
理
課（
℡
０
４
３
８
―
25
―

１
３
１
１
）

　保健推進員と一緒に離乳食を作ったり、管理栄養士
や保健師が個別に相談に応じます。別室で赤ちゃんを
預かります。
　日時／２月９日（金）13:15～15:30
　場所／コミュニティセンター
　持ち物／母子手帳、エプロン、三角巾、バスタオ
ル、赤ちゃんに必要なもの
　問合せ・申込み／健康課（℡23－3113）

あ
わ
夢
ま
つ
り
の
出
演
団
体

　
７
月
１
日（
日
）に「
第
９
回
あ

わ
夢
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。実

行
委
員
会
で
は
、出
演
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

　
対
象
／
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
人
形
劇
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、語

り
、
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
、腹
話
術
、方
言
に
よ
る
ス

ピ
ー
チ
、コ
ン
ト
、手
品
、民
話
な

ど
の
語
り
、各
地
域
に
残
る
民
俗

芸
能
的
な
演
目

　
申
込
み
／
ハ
ガ
キ
に
①
演
目
、

②
上
演
時
間（
20
分
以
内
）、③
内

　栄養豊富な乳製品を活用した
料理にチャレンジする「親子
クッキング教室」を開催します。
　日時／2月10日（土）
　　　　9:30～12:00
　場所／コミュニティセンター
　対象／市内在住の小学生とそ

容
の
簡
単
な
説
明
、④
希
望
会
場

（
大
会
議
室
、小
ホ
ー
ル
、大
ホ
ー

ル
）、⑤
対
象
と
し
た
い
年
齢
層
、

⑥
参
加
人
数
、⑦
特
別
な
配
慮
事

項
な
ど
、⑧
代
表
者
の
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
記
入
し
て
郵
送

先
ま
で
。

　
締
切
／
２
月
15
日（
木
）消
印
有

効　
問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒
294
―
０

０
４
５
　
北
条
１
９
２
２
―
６
　

松
苗
禮
子（
℡
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
22
―

６
７
９
０
）　

の家族
　定員／15組（応募多数の場合は抽選）
　メニュー／ちょこっとお楽しみ焼き、チーズ入り生春
巻き、花野菜と豚肉のミルクスープ、簡単ティラミス
　参加費／無料
　持ち物／エプロン、三角巾、上履き（子ども）
　締切／2月2日（金）
　問合せ・申込み／中央公民館（℡23－3111）

　
市
で
は
、子
育
て
サ
ー
ク
ル
な

ど
が
４
歳
く
ら
い
ま
で
の
子
ど

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

料理づくりの楽しさ、伝えます！

親子クッキング教室

も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
開
催

す
る「
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
」で
、子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　
子
育
て
経
験
者
や
、昔
の
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
人
な
ど
大
歓
迎

で
す
。イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
日
程

な
ど
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
子
育
て

支
援
室（
℡
22
―
３
４
９
６
）
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　Ｑ
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
は
ど
の
よ
う
に
再
資
源
化

さ
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
　
市
で
収
集
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、再
資
源
化
で
き
る
も
の

と
で
き
な
い
も
の
に
選
別
し
、再
資
源
化
で
き
る
も
の
は
圧
縮
梱

包
さ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。そ
こ
で
選
別
・
破
砕
・

洗
浄
な
ど
の
工
程
を
経
て
、再
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
な
ど
の
原
料
と
な
り
ま
す
。

　
白
色
ト
レ
イ
も
同
様
に
、い
っ
た
ん
細
か
く
さ
れ
て
か
ら
再
び

白
色
ト
レ
イ
と
し
て
再
資
源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

２月のプログラム子ども市民大学 問合せ／生涯学習課（℡22－3698）

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

         

（
要
介
護
１
〜
５
の
人
）③

ワン！ 　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険

　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係（
℡
22
―
３
４
８
７
）

66

・
福
祉
用
具
の
貸
与
　
　

　
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
の
福
祉
用
具
や
、介
護
を
支
援
す
る

た
め
の
用
具
が
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。利
用
料
は
レ
ン
タ
ル
費
用
の
１
割

で
す
。

　
主
な
福
祉
用
具
　
工
事
を
と
も
な
わ
な
い
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
・
歩
行

器
・
歩
行
補
助
つ
え
・
車
い
す
・
特
殊
寝
台
・
床
ず
れ
防
止
用
具
・
体
位
変
換

器
・
移
動
用
リ
フ
ト(

つ
り
具
を
除
く)

な
ど
※
介
護
度
に
よ
り
、貸
与
が
受

け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

福祉用具の購入や住宅
改修費は、まず、かかった
費用の全額を利用者が業者
に支払い、必要書類に領収
書を添付のうえ市に請求し
て費用の９割分の給付を受
けます。

    

介
護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
の
人
が
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
う

ち
、在
宅
に
い
る
人
を
対
象
に
、居
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

給付の流れ

　　
入
浴
や
排
せ
つ
な
ど
に
使
用
す

る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
、レ

ン
タ
ル
に
な
じ
ま
な
い
福
祉
用
具

を
指
定
事
業
者
か
ら
購
入
し
た
費

用（
上
限
10
万
円
）に
つ
い
て
９
割

を
支
給
し
ま
す
。

・
住
宅
改
修
費
の
支
給
　
　

　
手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解

消
な
ど
の
費
用（
上
限
20
万
円
）に

つ
い
て
９
割
を
支
給
し
ま
す
。　

着
工
前
に
必
要
書
類
を
市
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で救急患者を受け入れています。
　病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・年
中無休）が設置されています。
　安房医師会病院以外の夜間救急は次のとおりで、夜間待機施設として午後５時から
翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

安房医師会病院
℡25－5111

夜間救急・休日救急

 1日（木）

 2日（金）

 3日（土）
 4日（日）
 5日（月）
 6日（火）
 7日（水）
 8日（木）

 9日（金）

10日（土）
11日（日）

12日（月）

13日（火）

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
℡04－7092－2231

鴨川市立国保病院（鴨川市）
℡04－7097－1221

鋸南病院(鋸南町)     　 ℡55－2125
東条病院（鴨川市） ℡04－7092－1207
富山国保病院(南房総市) ℡58－0301
鋸南病院(鋸南町) ℡55－2125
赤門整形外科内科(市内)   ℡22－0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7097－1221
小田病院（鴨川市） ℡04－7092－1128
館山病院(市内)  　℡22－1122
真木クリニック(鴨川市)
　　　　　　　　　℡04－7096－0070
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7097－1221
東条病院（鴨川市） ℡04－7092－1207

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（℡22－2233）へ問い合わせてください。

２月
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

小田病院（鴨川市）　℡04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7097－1221
赤門整形外科内科(市内)  ℡22－0008
鋸南病院(鋸南町)     　℡55－2125
鈴木内科クリニック(市内)℡22－8880
富山国保病院(南房総市）　℡58－0301
東条病院(鴨川市) ℡04－7092－1207
小田病院（鴨川市）　℡04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　　℡04－7097－1221
鋸南病院(鋸南町） 　　　 ℡55－2125
館山病院（市内） 　　　   ℡22－1122
富山国保病院(南房総市） ℡58－0301
東条病院(鴨川市) 　℡04－7092－1207
小田病院（鴨川市）　℡04－7092－1128

安房医師会病院の小児科の診療は、日曜日の9:30～16:00に、救急
のみ診察します。祭日については問合せてください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】

【休日】

14日（水）
15日（木）

16日（金）

17日（土)
18日（日）

19日（月）
20日（火）
21日（水）
22日（木）

23日（金）

24日（土）
25日（日）
26日（月)
27日（火）
28日（水）

【休日･夜間】
【休日･夜間】
【休日】

【休日･夜間】
【休日･夜間】

シ
リ
ー
ズ
　
環
境
Ｑ
＆
Ａ
⑪

問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
℡
22
―
３
３
５
２
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ

　
再
資
源
化
の
た
め
洗
っ
て
搬
出
を

　洗
っ
て
い
な
い
と
再
資
源
化
が
で
き
ま
せ
ん

　　
せ
っ
か
く
分
別
し
て
出
し
て
い

た
だ
い
て
も
、汚
れ
て
い
れ
ば
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
と
し
て
収
集
し
た
ご
み
の

約
20
％
、白
色
ト
レ
イ
と
し
て
収

集
し
た
ご
み
の
約
60
%
が
汚
れ
て
い
て
再
資
源
化
で
き
な
い
た

め
、燃
せ
る
ご
み
と
し
て
焼
却
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、収
集
さ
れ

る
と
き
な
ど
に
、他
の
再
資
源
化
で
き
る
も
の
ま
で
汚
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
取
り
、中
身
を
空
に
し
て
洗
っ
て
乾

か
し
、つ
ぶ
し
て
透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。白
色
ト
レ
イ
は
表
面
を
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら
、透
明
か
半
透

明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
よ
り
一
層
の
再
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、分
別
し

洗
っ
て
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

館山市図書館
℡22－0701

10:30～ 60人
幼児

 2日
（ 金 ）

おはなし会（幼児向け）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日

10:00～
甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円） 入館者

館山市立博物館
℡23－5212

3日
（土）

10日
（土）

2/2
～3/11

南房総～貝がら探検隊④

安房博物館
℡22－8608

 9:00
～16:30 入館者

24日
（土）

17日
（土）

館山野鳥の森
℡28－0166

どなたでも（小
3以下保護者同
伴）30人

おはなし会 館山市図書館
℡22－0701

14:00～ 小学生
60人

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
℡23－3111

13:30～

おはなし会
館山市図書館
℡22－0701

14:00～ 小学生
60人

企画展　房総の風
「安房博･太平洋美術会･草月流」

安房博物館
℡22－8608

一　般

おはなし会 館山市図書館
℡22－0701

14:00～ 小学生
60人

プラネタリウム一般公開　季節の星座
『冬』ふたご座～ぎょしゃ座～おうし座

一　般
200人

大房岬少年自然の家
℡33－4561

10:30～

将棋教室 小学生以上
館山市中央公民館
℡23－3111

13:30～

ネイチャークラフト作り
（1575円）

館山市生涯学習課
℡22－3698

13:00
～15:00

4日
（日）

大房岬少年自然の家
℡33－4561

森の料理屋さん　おやつを作ろう
『ピザ作り』に挑戦（5 0 0円）13:00～

家族
50人

14:00～ おはなし会 小学生
60人

館山市図書館
℡22－0701

25日
（ 日 ）

9:30～
幼稚園生以上（小3以

下保護者同伴）

20人

10:00～ 早春茶会（雁月庵　一服300円）

かがみがうらコース
智

ふれあいコース
忠

かがみがうらコース
智

ぶんがくコース
孝

わんぱくコース
悌

ぶんがくコース
孝

ぶんがくコース
孝

わんぱくコース
悌

たいぶさコース
仁

たいぶさコース
仁

鳥となかよしコース
義

ぶんがくコース
孝

しろやまコース
信
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南総文化ホール
2月の休館日／5日、13日、19日、26日

早春コンサート“名曲の調べ”
～ソプラノ＆ギター　デュオコンサート～　

　天羽明惠＆鈴木大介
これからも「いっしょ」
田辺靖雄＆九重佑三子
～素敵なハートフル・タイム～
安房の郷土芸能交流会

　　　
　14:00～16:00

　18:30～20:30
　
　
　12:15～16:20

館山音楽鑑賞協会

　　　　　    ℡22-1398
ＭＩＮ-ＯＮ

         ℡03-3226-9999
千葉県伝統文化伝承事業実
行委員会（事務局）千葉県立
安房博物館　　℡22-8608

　
　　　　　

有　料
（小中高校

生は無料）

有　料

無　料

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

安房支部教育フォーラム2007
～服部幸應　講演会～

こども英語発表会

無　料

無　料

 4日（日）

15日（水）

25日（日）

　　　

大
　 

ホ
　 

ー 

　
ル

12月20日現在の申込み分の中から掲載。
問合せ／千葉県南総文化ホール　℡2２-1811
ホームページ http://www.nanso-bunka.jp

安房教育会館
　　　　 　　 ℡22-0670

英会話クラブ　サビーネ　
　　　　　    ℡23－3394

11日（日）

25日（日）

　　　

２月のイベントインフォメーション
※主催者の都合により変更になることがあります。

　14:00～16:00

　14:00～16:00

 
小 
ホ 

ー 

ル

若潮ホールに特大「房州うちわ」出現

12月20日現在の申込み分を掲載。
問合せ／中央公民館　℡23－3111コミュニティセンター

安房書初展
2/1（木）
2/2（金）
2/3（土）

13:00～17:00
 9:00～17:00
 9:00～16:00

日　程 催　物　名開催時 間

安房書道会

主催者

　昨年１月開館した、那古船形地区学習等供用施設「若潮ホール」は、
若潮ファミリースポーツ教室のダンス関係の教室などの会場として、地
元住民が主催する高齢者と子どもとの交流事業「読み聞かせの会」など
に利用され、地域住民の生涯学習の拠点として親しまれてきました。
　この「若潮ホール」は「房州うちわ」の産地の中心である船形地区に
立地していることから、房州うちわ振興協議会（丸山忠弘会長）ではイ
メージアップのため、うちわのデザインの壁画の制作を企画し、地域貢
献に積極的な安房高校美術部に協力を依頼し完成しました。
　若潮ホールを利用する時に、壁面の巨大壁画と館内の廊下の壁に描か
れたうちわをぜひご鑑賞ください。なお、若潮ホールの利用申込・問合
せは月曜日から土曜日までの午前中と午後１７時～２０時までの間、直
接若潮ホール(℡27-5504）にお願いします。

～安房高校美術部が協力～

▲安房高校美術部による壁画制作

 2/1(木)～ 2/14（水)
 2/15（木)～2/28(水)

館山駅市民ギャラリー

手作り甲冑の展示
和紙ちぎり絵作品の展示

日　程 催　物　名

問合せ／都市計画課　℡22－3610

主催者など
観光立市推進課

月曜会
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℡

こんなことあんなこと 相談案内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
　日時／毎月第１、第３火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会(℡23－5068)

児　童
　家庭関係・養育問題など　
　日時／毎日　午前８時30分～午後５時
　場所／家庭児童相談室（℡22－3496）

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、認知症など　
　の心配
　日時／2月６・13・20・27日（火）
　場所／安房健康福祉センター
　申込み／℡22－4511（予約必要）

介　護
介護（予防）についての悩み、相談
日時／月～金曜日は9:00～17:00
　　　土曜日は9:00～12:00
場所／地域包括支援センター　
たてやま（長須賀196　℡25－7191）
なのはな（長須賀102－1 ℡22－1350）

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／2月14日（水）
　対象／４か月児
　受付／午後１時30分～２時30分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／2月5日（月）
　受付／午前9時30分～10時３0分
　◎１歳６か月児健康診査
　日時／2月1日（木）
　対象／平成17年7月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／2月22日（木）
　対象／平成15年8月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　※場所は保健センター（℡23－3113）

家庭教育
　生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
　日時／月～金曜日　午前９時～午後４時
　場所／中央公民館
　問合せ／℡23－3111

身障・知的障害
　日時／身障障害：毎月第1火曜日
　　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　　午後０時30分から
　場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　　知的障害：田村病院
　申込み・問合せ／社会福祉課に必ず事前に
　　申込んでください。(℡22－3492)

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時
　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　人権相談室(℡22－0620)

交通事故
　電話でもできます
　日時／毎日　午前９時～午後４時30分
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／℡22－7132

消費生活
　商品やサービスについての苦情、相談
　日時／2月1日（木）・15日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室(℡22－3199)

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室 (℡22－3199)

年　金
　厚生年金など（予約制）
　日時／2月15日(木) 午前10時～午後3時
　場所／館山市役所　　定員／50人
　予約受付開始日／2月1日(木)
　予約方法／電話または市民課保険年金係
　　窓口で相談希望者の氏名、生年月日、　
　住所、基礎年金番号、相談の概要など　　
　を申し出て下さい。
　問合せ／市民課保険年金係(℡22-3418)

行政相談

結　婚
　日時／毎月第１、第３日曜日
　　　　午前10時～午後４時
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会 (℡23－5068)

建築相談
　木造住宅の簡易耐震診断など
　日時／2月14日(水)午後1時～午後5時
　場所／市役所3号館2階会議室
　※簡易耐震診断は平面図(壁入り)を持参　
　　してください。事前申込みが必要です。
　申込み･問合せ／都市計画課計画係
　　　　　　　　(℡22－3640)

●２月の古紙・紙パック収集日

  古　紙

  4日（日）

20日（火）

11日（日）

27日（火）

  9日（金）

25日（日）

  8日（木）

22日（木）

  5日（月）

19日（月）

  6日（火）

23日（金）

  7日（水）

21日（水）

  紙パック

15日（木）

  1日（木）

  8日(木）

22日（木）

  8日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○雨でも収集します。濡れないように
　ビニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね
　てください。
問合せ／環境保全課（℡22－3354）

午前8時30分までに出してください

国など、行政への苦情や意見、要望
日時／2月14日(水)午前10時～午後3時
場所・問合せ／市民相談室
　　　　　　　（℡22－3199）

法律相談
弁護士が相談に応えます。あらかじめ予約
と相談内容をご連絡ください。先着8人で
締め切ります。
日時／2月20日(火)午後1時～午後4時
場所／コミュニティセンター
予約開始日／2月13日(火)午前9時から
問合せ／市民相談室（℡22－3199）


